
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別添資料４．PDM 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



プロジェクト名：零細漁業改良普及システム整備計画                               別添 4 PDM 

協力期間: 2001 年 6 月 1 日～2006 年 5 月 3１日 

プロジェクト対象地域：普及員コーディネーター（V/C）が選定した 12-18 サイト 

ターゲットグループ: 零細漁民（男女）                                    作成日: 2002 年 3 月 8 日 

プロジェクトの要約 指 標 入手手段 外部条件 
【上位目標】 
零細漁民（男女）の社会・経済状況の向上及び沿岸漁業資源を

保全する。 

 
1. 2010 年までに、地域間の所得格差が是正される。 
2. 2010 年までに、沿岸漁業資源に関する知識が指導・

啓蒙される。（指標明細 A） 

 
1. 漁業省 5 ヵ年計画 
2. 普及プログラム（漁業資源）の活動記録、技術現地

適応化／女性グループ活動促進化事業における漁業

資源の活動事例記録、V/C 指導報告書 

 

【プロジェクト目標】 
漁村において効率的な普及システムが構築され、普及活動が行

われる。 

 
1. 選定サイトにおいて活発に活動を行っているグルー

プの数が増える。（指標明細 B） 
2. モロッコ政府の普及分野の予算措置と予算執行状況

が、プロジェクト開始時に比べ増加する。 
3. モロッコ政府独自で実施した普及活動数が、プロジ

ェクト開始時に比べ増加する。 

 
1. 漁民への聞き取り調査、V/C 指導報告書、漁民によ

る自己診断 
2. 漁業省会計報告 
3. 漁業省普及活動計画書 

 
・ 零細漁民（男女）の生活環境

に大きな変化が生じない。 
・ 漁業省が沿岸漁業資源に関す

る他の取組も同時に実施され

る。 

【成果】 
1. 零細漁民（男女）の漁家状況（漁業形態、資源、生活状況

等）が明らかになる。 
 
 
2. 零細漁民（男女）へ普及するテーマごとの普及プログラムが

作成される。 
 
 
 
3. V/C を養成するカリキュラム・教材が作成され、V/C の技術

能力が向上する。 
 
 
 
 
4. サイトにおいて普及活動が展開される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
1. 零細漁民の実態及びニーズに合った普及テーマが選

定される。（指標明細 C） 
 
 
2. 2006 年までに 6 テーマの普及プログラムが充実され

る。（指標明細 D） 
 
 
 
3-1. V/C を養成する研修プログラム（テーマごと及び

基礎研修）が充実される。（指標明細 E） 
 
3-2. 2005 年までに 3/4 の V/C が基礎研修及び（テーマ

ごとの）普及プログラム研修を修了する。 
 
4-1. 2004 年までに、2/3 の V/C が普及プログラムのテ

ーマに従って、効果的な移動教室を開催できるよ

うになる。（指標明細 F） 
 
4-2. 2005 年までに、6 テーマの普及プログラム内容に

ついて、担当サイトにおける漁民の意識が向上さ

れる。（指標詳細 G） 
 
4-3. 2006 年までに、V/C の計画・実施・モニタリン

グ・評価能力が向上する。（指標明細 H） 
 
 
4-4. 2006 年までに、技術現地適応化／女性グループ活

動促進化事業に参加した、漁民の問題解決能力が

 
1. 漁村調査報告書、アンケート調査データベース、活

動計画（PO、APO）、V/C 指導報告書、漁民への聞

き取り 
 
2. （テーマごとの）カリキュラム、（テーマごとの）

V/C 研修用教材、（テーマごとの）漁民研修用教

材、（テーマごとの）移動教室用視聴覚教材 
 
 
3-1. カリキュラム、V/C が行う研修評価記録（テーマ

ごと及び基礎研修）、基礎研修マニュアル 
 
3-2. プロジェクトによる研修実績記録 
 
 
4-1. V/C 指導報告書、プロジェクトによる巡回指導 
 
 
 
4-2. V/C 指導報告書、漁民の（テーマごとの）普及プ

ログラム評価記録 
 
 
4-3. 技術現地適応化／女性グループ活動促進化計画書

の内容、V/C 指導報告書、プロジェクトによる巡

回指導 
 
4-4. 漁民によるグループ活動自己診断記録、V/C 指導

報告書 

 
・ 漁業省がプロジェクト成果を

活かし、普及制度を整備す

る。 
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5. 普及活動のモニタリング・評価、フィードバックメカニズム

が構築される。 

向上する。（指標明細 I） 
 
5. フィードバックメカニズムが構築される。（指標明

細 J） 

 
 
5. V/C 指導報告書、プロジェクト記録（定例連絡会議

議事録）、プロジェクト記録（普及システム諮問委

員会議事録） 
・ 支局支所、ONP, INRH 等現場

の協力が継続的に得られる。 
・ V/C が選定したサイトの零細

漁民（男女）にプロジェクト

が受け入れられる。 
・ 移動教室用の車両が計画通り

供与される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【活動】 
1-1. ベースライン調査を実施する。 
1-2. 漁民にニーズに基づいた、普及テーマを選定する。 
 
2-1. （テーマごとの）カリキュラムを作成する。 
2-2. （テーマごとの）V/C 研修用教材を作成する。 
2-3. （テーマことの）漁民研修用の教材を作成する。 
2-4. （テーマごとの）移動教室用視聴覚教材を作成する。 
 
3-1. （テーマごとの）普及プログラム研修を実施する。 
3-2-1. 基礎研修のカリキュラムを開発する。 
3-2-2. 基礎研修テキストを作成する。 
3-2-3. 基礎研修を実施する。 
3-2-4. 普及員マニュアルを作成する。  
 
4-1. 各 V/C の担当サイトを選定する。 
4-2. （テーマごとの）移動教室を開催する。 
4-3. 漁民をグループ化し、技術現地適応化／女性グループ活動

促進化事業を計画する。 
4-4. 組織運営研修（リーダー・会計、識字教室）を開催する。

4-5. 先進地視察研修を実施する。 
4-6. グループ活動をモニタリングする。  
4-7. 漁民によるグループ活動事例発表大会を開催する。 
4-8. グループ活動を、漁民及び V/C が自己診断する。 
 
5-1. V/C の活動を M&E するための方法をシステム化する

（V/C 指導報告書、V/C 連絡会議 等）。 
5-2. 普及活動を M&E する（普及成果報告会の開催、成果集の

発行 等）。 
5-3. 5-1～2.に基づき、普及プログラムや研修事業を改良する。

5-4. 評価結果を次のプログラム開発に反映させる。 
5-5. モロッコの普及制度を検討するための諮問委員会を開催す

る。 

【投入】 
< モロッコ側 > 
1. 人材 
(1) 長期カウンターパート 
1) プロジェクトダイレクター 
2) プロジェクトマネージャー 
3) プロジェクト副マネージャー 
4) 海洋教育社会職業推進局 C／P 
5) ララシュ C／P 
6) 女性推進室 C／P 
 
(2) 短期カウンターパート 
 必要に応じ派遣 
 
(3) 各校 3 名の普及員コーディネーター 
3 名（男性 2 名、女性 1 名) X 6 校＝18 名 
 
2. 施設 
日本人専門家の執務室を含む CQPM Larache 全体の施設
 
 
3.ローカルコスト 
 プロジェクトの活動に係る経費 

 
< 日本側 > 
1. 人材 
(1) 長期専門家 

1)チーフアドバイザー 
2)業務調整 
3)漁民教育 
4)水産普及 
 

(2) 短期専門家 
  必要に応じ派遣 
 
2. カウンターパート研修 
  年間 2-3 名 
 
3. 機材 
(1) 普及用機材 
(2) カリキュラム開発用機材 
(3) 研修用機材  
(4) 視聴覚機材 
(5) 移動教室用車両 等 
 
4. ローカルコスト 
  プロジェクトの活動に係る経費 
 
 

【前提条件】 
・ V/C が普及活動を行う時間、

移動手段、手当が確保され

る。 
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別添5：評価グリッド
評価項目 設問 質問 情報源 入手方法 調査結果 Evaluation

上位目標の妥当性
上位目標はモロッコ政府の
政策に準拠しているか

国家計画、漁
業開発計画、
戦略

既存資料レビュー、
漁業省関係者インタ
ビュー

プロジェクトの上位目標はモロッコ国の国家開発計画に準拠している
モロッコ王国の社会経済開発計画では貧困削減と経済格差の是正を強調している。さらに、国
王モハメッド6世は人間開発イニシアティブを掲げて、貧困削減と平等の促進を進めている。
農業・農村開発・海洋漁業省（以下「海洋漁業省」）においても国家計画に沿った政策を掲
げ、貧困層に当る零細漁民の生計向上と持続性のある漁業の実現を目指している。海洋漁業省
では零細漁業水揚げ浜整備事業を実施中で、全国66箇所の水揚げ浜を整備する計画で、施設の
整備にともない保健や年金など社会保障制度の充実も図る計画になっている。

A*

プロジェクト目標は上位目
標の達成に繋がるか

国家計画、漁
業開発計画、
戦略

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

本プロジェクトはモロッコ政府の開発プログラムの一部と位置づけられる。プロジェクト上位
目標は水揚げ浜整備や包括的な水産資源保全の努力など、モロッコ政府の政策実施に大きく影
響を受けるが、重要な役割を持っている。

A

プロジェクト目標はモロッ
コの水産セクターのニーズ
に合っているか

国家計画、漁
業開発計画、
戦略

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

プロジェクトは水産セクターのニーズに沿った目標を達成している。漁民のニーズに対応して
普及システムの質を向上させていくために努力を続ける必要がある。

A

プロジェクト目標と上
位目標は日本のODA
政策に準拠しているか

プロジェクト開始後にプロ
ジェクトの方向性を変える
ような日本政府又はJICAの
援助政策に変更が有ったか

プロジェクト
資料、JICA資
料

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

プロジェクト目標は人間の安全保障と貧困削減を強調する日本の援助方針と一致する。また、
1980年代前半から継続して行われてきた水産に関する援助がモロッコの水産業の発展に寄与し

てきたこともあり、JICAモロッコ事務所は水産セクターを重要セクターとして位置づけてい
る。

A

プロジェクトデザイン
の妥当性

PDMの上位目標、プロジェ
クト目標、成果、活動、投
入の関係は適切であったか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

上位目標とプロジェクト目標はモロッコの零細漁民のニーズにあったものであり、よくデザイ
ンされているが、上位目標の指標については生計向上と資源管理という2つの困難な課題を含
めていることもあり、ハードルが高すぎたきらいがある。

B

実施機関の選定の妥当
性

教育･職業局は実施機関とし
て適切だったか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

プロジェクト開始前には零細漁業普及サービスは存在しなかったこともあり、これまで沿岸漁
民の教育の経験を持つプロジェクト実施機関として教育訓練・職業局が担当することは適切で
あった。全国に展開する8つの水産学校は、普及調整員（V/C）と普及員（V）の貴地としての
役割を果たす。

A

社会正義の面からの妥
当性

直接の受益者意外にも利益
が広がっていくか。女性は
どのようにプロジェクトの
成果に関わるか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

プロジェクトの直接のターゲット漁村は普及調整員によって選択された14の重要漁村だが、

A/V機器を搭載した移動教室の導入により、訪問漁村数が増加している（明細資料？）。多く
の漁民が実際に目で見、手に触れた研修を受けられるようになった。女性グループには特別な
注意が払われ、可能な場合には支援を行っている。

A

A: 非常に高い   B: 高い　 C: 普通   D: 低い   E: 非常に低い

プロジェクト目標の妥
当性

妥
当
性

1/5
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別添5：評価グリッド
評価項目 設問 質問 情報源 入手方法 調査結果 Evaluation

A: 非常に高い   B: 高い　 C: 普通   D: 低い   E: 非常に低い

他のプロジェクトとの
整合性

モロッコで実施されたプロ
ジェクトとの関係に、齟
齬、重複、相乗効果などが
有ったか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

JICAは現在付水産物加価値向上プロジェクトを実施中であり、2つのプロジェクトは連携した

活動を行っている。プロジェクトでは協力隊やNGOとの現場での活動の連携も行っている。
A

日本の技術の適正
日本は他の国と比較して技
術の優位性はあるのか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

日本はモロッコの水産開発支援を1979年から行っており、モロッコの水産事情を良く理解して
いる。また、日本は零細漁業普及サービスと資源管理型漁業についての長い経験を持ってお
り、モロッコの零細漁民の役に立つ知見を持っている。

A

プロジェクトの妥当性は非常に高いと判断された。 A

プロジェクト目標の
達成度

プロジェクト目標はどの程
度達成されたか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

数箇所の漁業協同組合がプロジェクトの支援もあって設立された。
教育局の普及関連の支出はプロジェクト開始後から順調に増額されている。6つの普及テーマ

に加えて、現状で3つのテーマが選定され教材の作成が進んでいる。普及活動は地域普及セン

ター（CRVM）により実施され、漁村訪問による普及活動数は2004年の147回から2005年の272
回に増加した。プロジェクトの目標は大部分達成されているか、プロジェクト終了までに達成
される見込みである。

A

どの程度成果は達成された
のか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

全般に、期待された成果は投入に見合うように達成された。
教育局の適切なオーナーシップがプロジェクトの原動力であった。零細漁民のニーズ把握のた
めのベースライン調査から開始されたプロジェクト実施のプロセスは、その後のプロジェクト
実施の良い基盤を作った。日本、モロッコ双方ともプロジェクト実施の初期段階に適切な人材
の配置が行われており、現地普及活動が早めに開始されていれば、プロジェクトの成果はより
実り多いものになったであろう。

B

プロジェクト成果がプロ
ジェクト目標達成に貢献し
たか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

プロジェクトが取った普及システム整備へのアプローチは効果的であったことがわかる。普及
テーマはベースライン調査で得た漁民のニーズに基づき決定され、教材は普及テーマに即した
専門の短期C/Pからなる作業グループにより作成された。文字が読めない人のために、AV教材

が作成された。AV教材を搭載したトラックによる移動教室は普及活動数を大幅に増加させた。
ミニプロジェクトについては、住民との入念な計画策定の上で実施するなど慎重な対応をして
いれば、より良い成果を得ただろう。
漁村リーダーを集めた会議や漁民同士による先進漁村の視察は非常に効果があった。

B

その他の要素
組織開発（法律、規制、組
織体制、人員配置）

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

CNVMとCRVMの組織設置は漁業省における零細漁民のための普及システムの設立の強い意欲

を示している。ただ、全てのV/Cは水産学校での教師としての仕事を兼任している。普及だけ
のための予算は実現していないが、近く認められる予定となっている。

B

プロジェクト成果とプ
ロジェクト目標の達成
度

妥当性の総合評価

有
効
性

2/5
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別添5：評価グリッド
評価項目 設問 質問 情報源 入手方法 調査結果 Evaluation

A: 非常に高い   B: 高い　 C: 普通   D: 低い   E: 非常に低い

プロジェクトの有効性は高い B

長期専門家

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

１人目の日本側リーダーと、2人目の調整員は病気になったため、その任務を十分に果たせな

かった。しかし、前半の遅れは2005年に配置された新しいリーダーと調整員によって挽回する
ことができた。

B

短期専門家

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

短期専門家は、長期専門家とC/Pの支援を受け、満足のいく成果を上げている。 B

C/P本邦研修

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

C/Pの日本での研修は教育局と水産学校のキーパーソンに対して行われ、彼らが日本の普及シ

ステムを理解する上で効果的であった。研修を受けたC/Pのうち15人は管理部門から、3人は技

術部門から派遣され、12日から38日間の研修を受けた。

B

機材供与

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

供与された機材の総額は普通だった。主な機材は漁業省からの強い要望のあったトラックを改
造した移動教室であった。移動教室の供与には若干の遅れが有ったが、2005年までに6台の移
動教室が供与され、十分に活用されている。

B

運営費

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

日本は8800万円（660万DH）の現地活動費と現地での機材調達を行った。活動費の使用目的は
研修、漁民集会の開催、先進漁村訪問事業であった。

A

C/P配置

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

モロッコ側は長期C/Pと短期C/Pをプロジェクトに貼り付けた。ララシュのプロジェクト事務所

に適切な長期C/Pの配置に遅れがあった。2人のC/Pのうち1人はCQPMの管理職であり、日本の

専門家と現場に出る時間を取ることができなかった。時間的制約により、C/Pに対する技術移

転は十分には行うことができなかった。短期C/Pは主として普及テーマごとの教材開発作業
チームの一員であった。

B

土地、建物、施設

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

プロジェクト事務所はララシュCQPMのキャンパス内に設けられた。プロジェクトの活動の中

で、CQPMの会議室や他の施設の利用も可能であった。
A

運営費

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

モロッコ側はプロジェクトの進捗に従い、V/CとC/Pの出張旅費負担分を増額させており、独自

に3台の移動教室も購入している。
A

成果の達成度 投入量に対して成果は十分
であったか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

プロジェクトの目標は達成されたが、もしプロジェクトの初期段階で適切な投入があれば、成
果はさらに良いものになったであろう。効率性は普通であった。

C

日本の投入

モロッコの投入

有効性の総合評価

効
率
性

3/5
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別添5：評価グリッド
評価項目 設問 質問 情報源 入手方法 調査結果 Evaluation

A: 非常に高い   B: 高い　 C: 普通   D: 低い   E: 非常に低い

他の要素 ジェンダー配慮

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/Pインタ
ビュー

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー

プロジェクトチームは普及サービスを提供するための女性グループを探し続けた。漁村におけ
る多くの女性は家の中に留まり、全く漁業活動に関係していないため、プロジェクトチームは
女性グループに対する適切なテーマを見つけるのが難しかった。幸いにもプロジェクトでは3
つの女性グループを見つけ出し、貝養殖、貝加工や手工芸品の販売など彼女たちの活動を支援
している。

B

全体の効率性は高い B

上位目標の達成度
零細漁民の社会経済状況と
資源管理の状況に改善の兆
候は見られるか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/P、V/Cs

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー、アンケート

プロジェクトの普及活動は漁業協同組合の設立や、その運営について支援を行い、漁民とその
家族の社会経済状態の改善に役立ってきた。漁業協同組合に加入した漁民は免税ガソリン（税
金は約40%）の使用や漁業資材の共同購入による安い資材の入手が可能となり、利益を受け

る。また、零細水揚げ浜整備（PDA）により設立されるセリ場により漁民は魚をより高い値段
で売ることができるようになる。モロッコ政府は全ての国民が社会保障と医療を受けるよう奨
励しているが、ONPを介したセリ売りに参加することにより、漁民も加入できるようになる。

プロジェクトでは環境に対して安全な漁具を提案することにより、資源管理の促進を図ってき
た。海洋資源の保全努力は、プロジェクトの成果ではないが、幾つかの漁協において網漁具を
廃止し、延縄やカゴ漁業に転換したところも出てきている。漁具の変更により、若年魚を保全
し、漁具資材代の節約ができ、新鮮で単価の高い魚を水揚げすることにより漁民の利益増にな
る。

B

予期せぬインパクト
プロジェクトの実施により
正負のインパクトは発生し
たか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/P、V/Cs

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー、アンケート

プロジェクトでは女性グループによる貝類養殖や貝類加工活動の支援を海洋漁業省のジェン
ダー開発室やNGO、JOCVと連携して行った。識字教育や経理のクラスに出席した女性たちは
生計の質の向上について考え始めるようになった。

A

プロジェクトは、未だ初期段階にあるが、いくつかの正のインパクトを与えた。
零細漁民による海洋資源保全の努力は沿岸漁業者と沖合漁業者も含んだ政府のさらに適切な関
与があれば目的を達成することができるだろう。漁業全体を巻き込んだアプローチが必要であ
る。

B

組織面
プロジェクト終了後も組織
的なサポートは得られるか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/P、V/Cs

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー、アンケート

2005年1月に教育局内に全国普及センターと地域普及センターが設立されたことで、普及活動

を継続するための新しい組織形態が出来上がった 。普及諮問調整委員会（CCOV）も海洋漁業

省内に設置され、海洋漁業・養殖局、漁業公社（ONP）、海洋漁業研究所（INRH）など省内の

他の部局の活動と連携をはかる体制ができている。CCOVは年間活動計画の策定に責任を持っ
ている。

零細漁民にとってより機能する普及システムを実現するために、CNVMとCRVMは人材的にも
財務的にも強化されるべきだろう。

B

財務面
プロジェクト終了後も財務
面でのサポートは得られる
か

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/P、V/Cs

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー、アンケート

現在、普及のための特別な予算は付いていないが、移動教室その他の機材はすでにモロッコ側
に管理されており、移動教室使用にかかる経費についても各水産学校の予算で賄っている。ラ
ラシュのCQPMには教材の印刷システムなどの機材の使用と管理にかかる2006年度予算が承認

されることになっている 。
また、2007年にはCNVMに対して普及活動のための予算が付くことが予定されている。

B

効率性の総合評価

インパクトの総合評価

イ
ン
パ
ク
ト
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別添5：評価グリッド
評価項目 設問 質問 情報源 入手方法 調査結果 Evaluation

A: 非常に高い   B: 高い　 C: 普通   D: 低い   E: 非常に低い

技術面
プロジェクト終了後も活動
を継続する能力があるか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/P、V/Cs

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー、アンケート

プロジェクト実施中に理論的な普及手法は出来上がった。普及実施のサイクルについても以下
のように明確に定められた。（1）漁民のニーズを把握する、（2）普及テーマの開発、（3）
普及教材の開発、（4）普及調整員の訓練、（5）普及活動の実施、（6）普及活動のモニタリ

ングと評価、（7）フィードバックして（2）に戻りサイクルを継続する。

しかしながら、  普及活動の質は普及員個人の能力と情熱によるところが大きいし、活動の成
果は漁民コミュニティーによっても異なる。普及の道具として小規模融資や住民による調査活
動などを取り入れる必要もあるだろう。

B

機材の管理・利用
プロジェクトにより供与さ
れた機材は良く管理・活用
できるか

プロジェクト
資料、JICA資
料、専門家、
C/P、V/Cs

資料レビュー、漁業
省関係者インタ
ビュー、アンケート

移動教室とその他の機材はすでにモロッコ側の管理下にある。移動教室車はそれぞれの水産学
校の予算の中で適切に管理・運行されている。
ララシュの水産学校（CQPM　Larache）は校内に設置されたCNVMに所属する機材を適切に整
備し活用するための予算を申請している。

B

持続性は高い.
モロッコは、自分のペースで普及システムの強化を進めていくことが期待される。

B

持
続
性

持続性の総合評価

5/5
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Participation des homologues aux réunions de liaison

2001
Nom Etablissement Sex 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 出席回数

GOUDDAM Abdellatif ISTPM Agadir H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 13
BERGUI Salah ISTPM Agadir H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 13
EL MAJNAOUI  Samira ISTPM Agadir F ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
MECHTI Thami ITPM Tan Tan H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 11
EL OUAZZANI  EL IBRAHIMI Ahmed ITPM Tan Tan H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 11
ZAFATI Batoul ITPM Tan Tan F ◎ ◎ ◎ ◎ 4
BENKHALI Hassan ITPM Safi H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 14
LAARICHE Boujemaa ITPM Safi H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 11
BOURQIA Hayat ITPM Safi F ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 6
AKANDOUCH　Mehamed ITPM Al-Hoceima H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ * ◎ ◎ ◎ ◎ 12
TEJANI Elmadani ITPM Al-Hoceima H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ * ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 11
EL HAMDOUNI  Khadija ITPM Al-Hoceima F ◎ * 1
SMILI Abderrahim CQPM Casablanca H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 10
LAHOUICHRI Abbess CQPM Casablanca H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
BAKOUCH Abdelmajid CQPM Casablanca H ◎ ◎ ◎ ◎ 4
CHAOUI Fouzia CQPM Casablanca F ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 10
AMMI Abdelilah CQPM Larache H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
NATAQ Ahmed CQPM Larache H ◎ ◎ ◎ 3
ELKHADRI Mustapha CQPM Larache H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 12
AJBAN Halima CQPM Larache F ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 12
MAHDI Abdelhamid CQPM Laayoune H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 14
BAROUCH Redouan CQPM Laayoune H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 8
M'CHICH Thami CQPM Laayoune H ◎
ELASSLAOUI  Elarbi CQPM Laayoune H ◎ ◎ ◎ ◎
BOUKHADA Omar CQPM Laayoune H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 5
AZAOUI Mital CQPM Laayoune F ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 10
RETBI Tawfiq CQPM Dakhla H ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 7
BETANE Mustapha CQPM Dakhla H ◎ ◎ ◎ ◎ 4
AHAMED Slaoui CQPM Dakhla H ◎
Agadir Tan Tan Safi Al-Hoceima Averag 8.9

Tantan Safi Al Hoseima

Cassabranca Larache Layune Dahkla

Pas encore nominé comme  homologue
Pas encore nominé comme  homologue

n'est plus homologue

n'est plus homologue
n'est plus homologue

Pas encore nominé comme  homologue

2006

n'est plus homologue
Pas encore nominé comme homologue

n'est plus homologue

2002 2003 2004 2005
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